






























被験者　睡眠一覚醒記録の[目収結果をTable 1 に示す。ここでは1 年以上の記録が得ら















グラフを描 乱　またそれらから，就床時刻，離床時刻,  1 日の寝床時間，睡眠一覚醒周期
Table l　 被験 者からの
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Figure  1　 約1 年 間 に わ た る 睡H 民一党 醒 の ア ク ト グ ラ フ
各 被 験 者 の 約1 年 間 に わた る 睡 眠 一党 醒 の ア クト グ ラ フ を 示 す （a ：被 験 者 乱　b ： 被 験
者2,     c ：被 験 者3,    d ：被 験 者7 ）。 黒 線 は就 床 か ら 離 床 に至 る 夜 間 の睡 眠 と昼 間 の 仮
H民を示 す。 被験 者2 につ い て は全 記 録 期 問 の 内， 記 録 開 始 か ら の約1 年 分 だ け を示 し か 。









































































Figure 2　睡 眠 一覚 醒周 期 のヒ スト グラ ム
被験者1 の390日間の記録 に基づいて，連続 する2 つの就床時刻 の問の時 間を睡眠一覚醒
















































Figure 3　1 日の寝 床時 間の1 ～100 日間隔 の相関 係数
被験者7 の366日間の記録に基づいて,   1日の寝床時間の1 ～100日間隔の相関係数を示し
た。 日数回隔が1 日の場合のサンプ ル数は363であり，日数間隔加工00日の場合のサンプル
























いる（例Lavie ＆S（出ersonバ1981; Manseau & Broughtonス984: 辻　陽一・小林敏孝・遠
藤四郎,   1986）が，生物学的要区|に基づく周期であると推測される。
要　　　約
人の睡眠一覚醒の実態を明らかにし，その規定要囚を分析することを目的として,   4名
の被験者から]L年以上にわたって日常の睡眠一覚醒及びそれに関連する記録を収集しか。
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